
刊
行
に
あ
た
っ
て

京
都
国
立
博
物
館
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
開
館
以
来
、
一
千
年
の
都
、
京
都
で
護
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
文
化
財
を
中
心
に
、
そ
の
収
集
・
保
管
・
展
示
お
よ
び
調
査
研
究
や
教
育
普
及
事
業
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

諸
活
動
の
根
幹
を
な
す
収
集
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
度
末
の
館
蔵
品
の
件
数
は
八
〇
七
五
件
、
う
ち
国

宝
二
十
九
件
、
重
要
文
化
財
一
九
六
件
と
質
の
高
い
文
化
財
を
収
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
書
跡
部
門
は
、

全
体
の
六
分
の
一
強
に
あ
た
る
一
三
七
四
件
を
占
め
、
国
宝
十
七
件
、
重
要
文
化
財
八
十
三
件
と
、
館
内
随

一
の
充
実
ぶ
り
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
古
写
経
を
中
心
と
し
た
典
籍
類
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
国
内
屈
指
の
収

蔵
内
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
館
蔵
品
を
展
示
し
、
多
く
の
皆
様
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
一
方
、
今
日
ま
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
国
民
的
財
産
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
展
示
に

は
照
度
や
期
間
な
ど
の
制
限
を
設
け
、
保
存
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
つ
で
も
観
た
い
時
に
観

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
展
示
と
保
管
の
葛
藤
の
中
、
わ
が
国
の
歴

史
や
文
化
を
語
る
上
で
頗
る
重
要
な
書
跡
を
選
び
、
そ
の
す
べ
て
を
影
印
し
、
原
寸
・
原
色
で
出
版
す
る
こ

と
を
試
み
、
こ
れ
ま
で
『
浄
名
玄
論
』、
吉
田
本
『
日
本
書
紀
』、
岩
崎
本
『
日
本
書
紀
』
な
ど
を
公
刊
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
す
ぐ
れ
た
書
跡
を
間
近
に
鑑
賞
で
き
る
、
と
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
上
梓
す
る
『
漢
書
楊
雄
伝
第
五
十
七
』
は
、
日
本
に
現
存
す
る
『
漢
書
』
の
う
ち
、
唯
一
の

唐
鈔
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
読
み
を
あ
ら
わ
す
訓
点
の
古
さ
や
種
類
に
お
い
て
も
著
名
な
写
本
で
す
。
朝
日

新
聞
社
社
主
、
上
野
精
一
（
一
八
八
二
〜
一
九
七
〇
）
の
旧
蔵
品
で
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
に
購
入
し
ま
し

た
。
当
館
は
昭
和
三
十
五
年
二
月
、
上
野
精
一
よ
り
、
父
の
理
一
（
有
竹
斎
、
一
八
四
八
〜
一
九
一
九
）
が
収

集
し
た
中
国
の
明
清
時
代
を
中
心
と
す
る
書
跡
お
よ
び
絵
画
、
計
一
六
三
件
の
寄
贈
を
う
け
、「
上
野
コ
レ
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ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
収
蔵
し
て
お
り
、
ま
こ
と
に
縁
の
深
い
文
化
財
と
言
え
ま
す
。

『
漢
書
』
は
中
国
の
正
史
の
一
つ
で
す
。
読
ん
だ
こ
と
が
な
く
と
も
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」、「
酒
は

百
薬
の
長
」
と
い
っ
た
『
漢
書
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
わ
ざ
は
ご
存
じ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本
で
も
古

く
か
ら
『
後
漢
書
』『
史
記
』
と
と
も
に
、「
三
史
」
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
書
物
で
、『
源
氏
物
語
』
に
も

「
三
史
五
経
、
道
々
し
き
方
を
」
と
み
え
ま
す
。『
源
氏
物
語
』
の
引
用
に
よ
ら
ず
と
も
、
本
書
に
付
さ
れ
た

詳
細
な
朱
・
墨
・
白
・
黄
の
訓
点
や
注
記
の
数
々
が
、
そ
の
重
要
性
を
何
よ
り
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。
展
示
で
は
詳
細
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
く
こ
と
の
叶
わ
な
い
訓
点
・

注
記
ま
で
、
原
寸
カ
ラ
ー
で
細
大
漏
ら
さ
ず
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
国
語
学
や
歴
史
学
を
は
じ
め
と
し
た

各
分
野
の
研
究
に
大
き
く
裨
益
す
る
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
　

京
都
国
立
博
物
館
長
　
佐
々
木
丞
平
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凡
　
例

・
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
国
宝
『
漢
書
』
楊
雄
伝
第
五
十
七
を
原
色
・
原
寸
で
影
印
し
た
。

・
影
印
の
上
部
に
は
行
数
を
示
し
た
。

・
解
説
は
、
上
杉
智
英
（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
美
術
室
研
究
員
）・
石
塚
晴
通
（
北
海
道
大
学
名
誉

教
授
・
東
洋
文
庫
研
究
員
）・
小
助
川
貞
次
（
富
山
大
学
教
授
）
が
担
当
し
た
。

・
本
書
掲
載
の
す
べ
て
の
画
像
は
京
都
国
立
博
物
館
お
よ
び
勉
誠
出
版
の
許
可
な
く
二
次
使
用
す
る

こ
と
を
禁
じ
る
。
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